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1.  平成23年3月期第3四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 1,326 56.2 105 ― 85 ― 58 ―
22年3月期第3四半期 849 △28.6 △190 ― △186 ― △263 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 1,161.63 ―
22年3月期第3四半期 △5,217.47 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 18,445 2,945 15.8 58,563.15
22年3月期 14,142 2,912 20.4 57,734.81

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  2,918百万円 22年3月期  2,890百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
平成23年３月期(予想)配当金は、下記「平成23年３月期の業績予想」に記載の理由により未定であるため、予想配当金についての記載をしておりません。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 500.00 500.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想） ― ―

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
当社の業績は、外国為替市場や株式市場等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境並びに国内外の経済環境等に大きく左右され、これらの複合的
な影響等について正確な予測をして業績予想を行うことは困難であるため、記載をしておりません。 

                  



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「その他」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 54,591株 22年3月期  54,591株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  4,748株 22年3月期  4,523株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 49,991株 22年3月期3Q 50,564株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
（注意事項） 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・当社は、業績予想の開示に代わる代替手段として、月次ベースで顧客口座数、預り資産残高及び営業収益についてＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達システ
ム）を通じて開示しております。 
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※ 当社は、以下のとおり当四半期決算説明会を開催する予定です。この説明会で配布した資

料、動画等については、開催後速やかに当社ホームページに掲載する予定です。 

・平成23年２月17日（木）・・・・・機関投資家・アナリスト向け当四半期決算説明会 

  

※ 上記説明会のほかにも、不定期ではありますが、当社では、個人投資家の皆様向けに適宜、

事業・業績に関する説明会を開催しています。今後の開催の予定等については未定ですが、開

催に当たっては当社ホームページ等にて告知いたしますので、そちらをご確認ください。 

  

○添付資料の目次
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当第３四半期におけるわが国経済は、アジア地域を中心とする新興国経済の内需拡大を背景として、

企業収益や国内景気にも一部持ち直しの動きが見受けられ、緩やかな回復基調を示していながらも、依

然厳しい雇用環境やデフレ状況は続いており、ユーロ圏経済の不安定さや長期化する円高の影響等、先

行き不透明な懸念材料は払拭されていない状況にありました。 

その中にあって外国為替市場は、10月の米ドル／円相場においては、日銀による包括緩和策導入を受

けて84円台目前まで円安米ドル高に推移したものの、低調な米雇用統計やＦＲＢによる追加緩和観測等

を背景に米ドルジリ安の展開に転ずると、日銀の緩和策が織り込まれつつある中でも円高米ドル安の基

調は変わらず80円台半ばまで下落いたしました。11月に入ると、ＦＲＢによる量的緩和策（ＱＥ２）拡

大の観測から80円台前半まで円高米ドル安が進行し、実施後も81円を挟む展開で推移いたしましたが、

良好な米景気指標等から追加緩和（ＱＥ３）観測が後退すると、欧州での債務危機再燃を受けた米ドル

への資金逃避や朝鮮半島情勢の緊迫化等もあり84円台半ばまで円安米ドル高へと推移いたしました。12

月に入ると、米雇用統計が予想を下回る結果となったのを契機に82円台前半まで円高米ドル安が進行い

たしましたが、ブッシュ減税延長等の追加対策から米景気に対する期待感が台頭すると、一時84円台半

ばまで米ドルが反発し、その後は年末に向けた薄商いの中、80円台後半まで円高米ドル安に推移した

後、第３四半期末を迎えました。 

米ドル／円以外に目を向けると、ユーロ／円は、10月初旬こそ円安ユーロ高で始まったものの、中国

の利上げを契機とした世界的な景気悪化懸念やそれに伴うリスク回避から111円台半ばまで円高ユーロ

安が進行いたしました。11月は、世界的なカネ余りを背景に新興国を中心とした株高やリスク資産への

投資積極化等を受けて一時115円台半ばまで円安ユーロ高が進行いたしましたが、アイルランド救済問

題等を受け円高ユーロ安の展開に反転すると、欧州債務危機拡大の懸念が強まる中、月末には108円台

前半まで円高ユーロ安が加速いたしました。12月は、ＥＣＢによるＰＩＩＧＳ諸国の国債買い入れ等で

落ち着きを取り戻し112円台前半まで円安ユーロ高へと推移いたしましたが、欧州各国の格下げや格下

げ懸念浮上が相次ぎ、年末を控えたポジション調整等も加わると一時107円台半ばを示現するなど、ユ

ーロが売られる展開が続きました。 

このような状況下において、当社は、第２四半期に続き雑誌記事等に取り上げて頂く機会に恵まれ、

バーチャルトレードをＡＳＰ提供する等、顧客獲得ツールの拡大を図ることにも成功いたしました。ま

た、レバレッジ規制が導入されて以降、ＦＸでの資産運用という考え方も徐々に浸透してきた感もあ

り、トラップリピートイフダン®を用いた資産運用での成功事例等が雑誌記事に取り上げられることも

多く、顧客への認知率上昇が新しい顧客の増加へとつながり、顧客口座数は、前年同期末の18,599口座

から30,141口座（前年同期末比62.1％増）へと、第２四半期を上回るペースで拡大いたしました。 

 業績面に関しては、顧客口座数の増加や預り資産残高の拡大、さらには当社がホームページ上やセミ

ナー等においてトラップリピートイフダン®を利用した効果的な資産運用を顧客に継続的に提案してき

たこと等が相乗的に結実し、全体的な収益のベースアップを図ることにも成功し、営業収益は

1,326,475千円（前年同期比56.2％増）となりました。営業費用は、当社のブランド戦略やトラップリ

ピートイフダン®の浸透で効率的な顧客獲得が可能になり、第２四半期と比べて広告宣伝を抑制するこ

とで営業費用の増加を鈍化させることに成功した結果、1,221,445千円（前年同期比17.5％増）とな

り、営業利益は、105,030千円（前年同期は営業損失190,045千円）となりました。経常利益は、受取利

息等を含む営業外収益として4,079千円、投資損失引当金繰入額等を含む営業外費用として24,060千円

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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計上した結果、85,048千円（前年同期は経常損失186,571千円）となりました。また、特別利益として

投資有価証券売却益を3,739千円、特別損失として資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を10,701

千円計上する等した結果、四半期純利益は、58,071千円（前年同期は四半期純損失263,815千円）とな

りました。 

なお、平成23年３月期第１四半期及び第２四半期に係る経営成績に関する定性的情報については、平

成23年３月期第１四半期決算短信（平成22年８月６日開示）及び第２四半期決算短信（平成22年11月５

日開示）をそれぞれご参照下さい。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

前事業年度末から当第３四半期会計期間末までの財政状態の主な変動としましては、総資産につい

ては、前事業年度末と比べ、4,302,459千円増加し、18,445,178千円となりました。これは主に、流

動資産のうち、現金及び預金が79,446千円減少したものの、分別管理信託が4,269,826千円増加した

こと、さらには、有形固定資産が47,905千円、無形固定資産が68,642千円それぞれ増加したものの、

投資その他の資産が29,798千円減少したためであります。 

負債総額は、前事業年度末と比べ、4,269,865千円増加し、15,499,737千円となりました。これは

主に、流動負債のうち、未払金が51,267千円、顧客預り勘定が4,131,090千円増加したことと、固定

負債で資産除去債務を61,119千円、繰延税金負債を18,527千円計上したためであります。 

純資産額は、前事業年度末と比べ、32,593千円増加し、2,945,440千円となりました。これは主

に、四半期純利益を58,071千円計上したものの、第１四半期に配当金の支払いや第２四半期及び第３

四半期に自己株式の取得を実施したためであります。 

②キャッシュ・フローの状況  

当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前事業年度末と比較して

58,865千円の増加となり、残高は1,041,321千円となりました。当第３四半期累計期間における各キ

ャッシュ・フローの状況とその要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動によるキャッシュ・フローは、認知率向上やトラップリピートイフダン®の浸透が顧客基

盤の拡大に寄与したことで収益のベースアップを図ることができたものの、第２四半期において、ブ

ランディングの強化を目的に積極的な広告宣伝を実施したこと等が影響し、税引前四半期純利益を

78,086千円計上したこと、減価償却費を71,687千円、資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額を

10,701千円計上したこと、さらに、投資損失引当金が23,986千円、未払金が35,048千円増加、前払費

用が14,737千円減少したことと、差入保証金の差入れによる40,000千円の支出等が影響し、204,880

千円の増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による32,628千円の支出と無形固定資

産の取得による89,558千円の支出等により、115,021千円の減少となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いと自己株式の取得により、30,775千円の減

少となりました。 

  

(2) 財政状態に関する定性的情報
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当社は金融商品取引業（外国為替証拠金取引）を営んでおり、当社の業績は外国為替市場や株式市場

等の相場動向や市場流動性等のマーケット環境並びに国内外の経済環境に大きく左右されます。これら

の要因及び複合的な影響等について正確な予測を行うことは、外国為替相場や株式相場を予測するのと

同様に極めて困難であります。また、外国為替証拠金取引は、近年、広く投資家への認知度が高まって

きたことにより、外国為替市場自体へのインパクトも大きくなってきており、その時々のマーケット状

況を的確に把握することも、やはり困難であります。 

以上のような理由から、当社では業績予想についての開示を行っておりません。  

そのため、業績予想の開示に代わる代替手段として、月次ベースで顧客口座数、預り資産残高及び営

業収益について、ＴＤｎｅｔ（適時開示情報伝達システム）を通じて開示を行っております。  

  

  

該当事項はありません。  

  

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益はそれぞれ3,527千円減少し、税引前四半

期純利益は14,228千円減少しております。 

また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は61,119千円であります。 

  

該当事項はありません。 

(3) 業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(3) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期財務諸表 
(1) 四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,110,964 2,190,410

分別管理信託 15,716,343 11,446,517

前払費用 14,806 29,544

繰延税金資産 14,755 13,039

その他 41,809 3,458

流動資産合計 17,898,680 13,682,971

固定資産   

有形固定資産 214,484 166,578

無形固定資産 228,095 159,452

投資その他の資産   

投資有価証券 121,000 125,000

長期前払費用 3 202

差入保証金 68,035 68,035

繰延税金資産 － 2,184

その他 1,049 478

投資損失引当金 △86,169 △62,183

投資その他の資産合計 103,918 133,717

固定資産合計 546,497 459,747

資産合計 18,445,178 14,142,719
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年12月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

未払金 136,899 85,631

未払法人税等 4,017 3,794

顧客預り勘定 15,244,028 11,112,937

ポイント引当金 28,146 21,006

その他 6,998 6,501

流動負債合計 15,420,090 11,229,871

固定負債   

資産除去債務 61,119 －

繰延税金負債 18,527 －

固定負債合計 79,647 －

負債合計 15,499,737 11,229,871

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,224,005 1,224,005

資本剰余金   

資本準備金 1,129,005 1,129,005

資本剰余金合計 1,129,005 1,129,005

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 731,255 698,218

利益剰余金合計 731,255 698,218

自己株式 △165,302 △160,561

株主資本合計 2,918,963 2,890,666

新株予約権 26,477 22,181

純資産合計 2,945,440 2,912,847

負債純資産合計 18,445,178 14,142,719
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(2) 四半期損益計算書 
【第３四半期累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益   

トレーディング損益 849,341 1,326,475

営業収益計 849,341 1,326,475

営業費用   

販売費及び一般管理費合計 1,039,387 1,221,445

営業利益又は営業損失（△） △190,045 105,030

営業外収益   

受取利息 6,290 2,700

法人税等還付加算金 1,547 －

助成金収入 － 1,000

その他 232 379

営業外収益合計 8,069 4,079

営業外費用   

支払利息 187 －

投資損失引当金繰入額 4,288 23,986

その他 119 74

営業外費用合計 4,595 24,060

経常利益又は経常損失（△） △186,571 85,048

特別利益   

投資有価証券売却益 － 3,739

特別利益合計 － 3,739

特別損失   

固定資産除却損 998 －

固定資産臨時償却費 48,808 －

投資有価証券評価損 4,130 －

本社移転費用 51,042 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,701

特別損失合計 104,979 10,701

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △291,551 78,086

法人税、住民税及び事業税 1,020 1,020

法人税等調整額 △28,755 18,995

法人税等合計 △27,735 20,015

四半期純利益又は四半期純損失（△） △263,815 58,071
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【第３四半期会計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年10月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業収益   

トレーディング損益 313,572 455,627

営業収益計 313,572 455,627

営業費用   

販売費及び一般管理費合計 398,632 403,139

営業利益又は営業損失（△） △85,059 52,488

営業外収益   

受取利息 1,626 674

その他 210 61

営業外収益合計 1,837 735

営業外費用   

投資損失引当金繰入額 3,161 12,719

その他 75 42

営業外費用合計 3,236 12,762

経常利益又は経常損失（△） △86,459 40,461

特別利益   

投資有価証券売却益 － 356

特別利益合計 － 356

特別損失   

固定資産除却損 224 －

投資有価証券評価損 4,130 －

特別損失合計 4,354 －

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失（△） △90,814 40,818

法人税、住民税及び事業税 340 340

法人税等調整額 875 △442

法人税等合計 1,215 △102

四半期純利益又は四半期純損失（△） △92,029 40,921
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失
（△）

△291,551 78,086

減価償却費 67,285 71,687

固定資産除却損 998 －

固定資産臨時償却費 48,808 －

株式報酬費用 9,857 4,296

投資有価証券評価損益（△は益） 4,130 －

投資損失引当金の増減額（△は減少） 4,288 23,986

受取利息 △6,290 △2,700

支払利息 187 －

ポイント引当金の増減額（△は減少） 18,235 7,140

有価証券及び投資有価証券売却損益（△は益） － △3,739

為替差損益（△は益） 57 217

分別管理信託の増減額（△は増加） △918,824 △4,131,514

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 10,701

前払費用の増減額（△は増加） △26,081 14,737

未払金の増減額（△は減少） 20,221 35,048

差入保証金の増減額（△は増加） － △40,000

顧客預り勘定の増減額（△は減少） 917,698 4,131,090

その他 20,559 3,073

小計 △130,417 202,112

利息の受取額 4,908 2,138

利息の支払額 △187 －

法人税等の支払額 △2,341 △1,028

法人税等の還付額 56,753 1,657

営業活動によるキャッシュ・フロー △71,284 204,880

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,500,000 △1,500,000

定期預金の払戻による収入 1,500,000 1,500,000

有形固定資産の取得による支出 △59,409 △32,628

無形固定資産の取得による支出 △69,642 △89,558

差入保証金の差入による支出 △39,476 －

投資有価証券の売却による収入 － 7,735

その他 △83 △570

投資活動によるキャッシュ・フロー △168,612 △115,021

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 100,000 －

短期借入金の返済による支出 △100,000 －

配当金の支払額 △25,386 △25,030

自己株式の取得による支出 △12,348 △4,815

その他 － △929

財務活動によるキャッシュ・フロー △37,735 △30,775

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 △217

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △277,689 58,865

現金及び現金同等物の期首残高 1,221,704 982,455

現金及び現金同等物の四半期末残高 944,015 1,041,321
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

前事業年度 

 
  

当事業年度 

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

4. 補足情報

各四半期会計期間に係る営業収益等

第１四半期
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

第２四半期
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

第３四半期
(自 平成21年10月１日
至 平成21年12月31日)

第４四半期
(自 平成22年１月１日
至 平成22年３月31日)

営業収益 (千円) 245,358 290,410 313,572 334,432

営業利益 又は 
営業損失（△）

(千円) △68,153 △36,832 △85,059 △9,692

経常利益 又は 
経常損失（△）

(千円) △65,878 △34,232 △86,459 △58,542

税引前四半期純利
益金額 又は 
税引前四半期純損
失金額（△）

(千円) △163,250 △37,486 △90,814 △59,040

四半期純利益金額
又は四半期純損失
金額（△）

(千円) △98,188 △73,597 △92,029 △83,642

１株当たり四半期
純利益金額 又は 
１株当たり四半期
純損失金額（△）

(円) △1,936.81 △1,453.51 △1,827.32 △1,669.58

第１四半期
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

第２四半期
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

第３四半期
(自 平成22年10月１日
至 平成22年12月31日)

営業収益 (千円) 525,864 344,983 455,627

営業利益 又は 
営業損失（△）

(千円) 167,150 △114,608 52,488

経常利益 又は 
経常損失（△）

(千円) 169,171 △124,584 40,461

税引前四半期純利
益金額 又は 
税引前四半期純損
失金額（△）

(千円) 158,469 △121,201 40,818

四半期純利益金額
又は四半期純損失
金額（△）

(千円) 136,429 △119,279 40,921

１株当たり四半期
純利益金額 又は 
１株当たり四半期
純損失金額（△）

(円) 2,724.89 △2,383.68 820.61
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